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序

稲敷市が誕生 して早い もので 3年 が経 とうとしています。最近では首都圏中央連

絡 自動車道建設 に伴 う茨城県教育財団による発掘調査が市内のあちこちで進 め られ

てお り、貴重な発見が相次いでいると聞いています。

このたび刊行 されま したのは、イー 。モバイル株式会社 による移動通信用無線鉄

塔建設に伴 う佐倉原古墳群地内の埋蔵文化財発掘調査報告書です。佐倉原古墳群 は

稲波地区の北西側の台地上にあ り、調査区周辺には 4基の古墳が点在 してお ります。

旧榎 ヶ浦に面 した台地上には、佐倉原古墳群以外にも多 くの遺跡が見つかつてお り、

それだけ生活 に適 した住みやすい環境だつたことが分 ります。今でもこの台地か ら

霞 ヶ浦 を眺めると、浴々 と水 を湛 えていたかつての榎 ヶ浦の姿が 目に浮かぶ よ うな

美 しい景色が広が ります。

稲敷市内には先人たちの足跡 がまだまだ数多 く残 つています。本書 も稲敷市の歴

史 と文化 を知 る上で大切な記録 となるで しょう。

最後 にな りま したが、このよ うな貴重な報告書が刊行 され るまでには、関係各位

の多大なる御協力 と御支援 を賜 りま した。感謝の意 を表 して挨拶の言葉 と致 します。

平成 20年 3月

稲 敷 市 教 育 委

教育長 小 )il

〈ム
　
・警守

員



例    言

1.本書は、茨城県稲敷市佐倉宇佐倉原地内に所在する佐倉原古墳群の発掘調査報告書である。

2.調 査は、移動通信無線鉄塔建設事業に伴い実施されたものである。

3.調 査は、イー・モバイル株式会社の委託を受けた山武考古学研究所が、稲敷市教育委員会の指導のもとに行つた。

4.遺 跡の所在地・調査面積・調査期間は抄録に記載 してある。

5.現 地調査は、高野浩之 (山武考古学研究所所員)が担当した。

6.本 書の執筆分担は Iが稲敷市教育委員会、Ⅱ以下及び編集は高野が行つた。

7.調 査に係わる実測図面・写真等の取扱いについては、本書末尾に記載 してある。

8。 発掘調査から本書の刊行に至るまで、下記の諸機関にご指導 。ご協力を賜つた。記 して感謝の意を表するもので

ある。 (敬称略・順不同)

イー・モバイル株式会社   株式会社ナカノフ ドー建設   株式会社ブレース

稲敷市教育委員会

凡    例

1.挿 図中に記載した方位は、座標北を示し、遺構実測図中の水糸ライン上数字は標高を表す。

2,遺構の標記記号は、独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所の用例等を参照した。

溝跡 :SD   土坑 :SK  ピット:P

3.遺構 。遺物実測図の縮尺は遺構全体図を1/200、 各遺構を1/60で、遺物を1/3で掲載してある。

4.土 層観察と遺物における色調の判定は『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄編著/日本色研事業株式会社)

使用 した。

5.遺 物観察表の ( )内数値は現存値を表す。
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I 調査に至る経緯

平成 19年 5月 21日 付けで,株式会社ブレースより稲敷市教育委員会に対 して埋蔵文化財の所在の有無

およびその取扱についての照会がなされた。稲敷市佐倉字佐倉原3089番 1に ついて,移動通信用無線鉄

塔新設事業のため100だ の面積を事業予定地 としているとい う内容であつた。

当該地は,周 知の遺跡である佐倉原古墳群の範囲内に所在するため,平成 19年 5月 29日 に稲敷市教育

委員会は現地踏査を実施 した。事業予定地の周辺は広く畑地になってお り,遺物が少量ながら散布 して

いる状況を確認 し,周 辺には古墳が 4基点在 している状況も確認 した。稲敷市教育委員会は,平成19年

5月 29日 付けで試掘調査を実施する必要があるとい う旨回答 した。

平成19年 6月 30日 ,稲敷市教育委員会は事業主立会いのもとに試掘調査を実施 したところ,溝状遺構

1基が所在することを確認 し,縄文土器片や土師器片が出土 した。稲敷市教育委員会は,平成 19年 6月

19日 付けで試掘調査の結果と併せて,土木工事等に伴 う発掘の届出が必要になる旨回答 した。

稲敷市教育委員会は茨城県教育委員会の指導の下に,事業主であるイー・モバイル株式会社 と協議を

重ねた結果,事業主の強い意向もあり記録保存のための発掘調査を実施するよう調整をすすめた。

平成 19年 9月 14日 ,稲敷市教育委員会 と有限会社山武考古学研究所 とイー 。モバイル株式会社の三者

の間で協定書を締結 し,発掘調査内容について合意の うえ平成19年 10月 15日 から同年 10月 20日 に現地調査

を実施するに至った。

発掘調査は、10月 15日 より開始する。表土除去 と併行 して遺構確認を行 う。 16日 より遺構の掘 り下げ

を行い、17日 は遺物包含層の掘 り下げを行 う。 18日 、終了確認。20日 は埋め戻 し作業を行つて、現地発

掘調査を終了する。

事業計画図第 1図
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第 2図  遺跡の位置と周辺遺跡図
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第 3図 調査区域図
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

稲敷市は、茨城県南部にあって2005年 に 4町村 (江戸崎町・新利根町・桜川村 。東町)が平成の大合

併によつて誕生 した、霞ヶ浦南西岸から利根川流域に至る広大な面積を有する市である。市域の地形は、

北部から西部一帯が標高20m前後を淑Jる 稲敷台地が占有 し、南部から東部一帯が水日の広がる沖積低地と

なっている。

佐倉原古墳群は、市の北側にあたる旧江戸崎町の区域に所在 し、稲敷台地を分断する形で霞ヶ浦へ と

注ぐ小野川流域の縁辺に立地 している。周辺には縄文時代から中世に亘る遺跡が数多く点在 している。特

に縄文期の遺跡には貝塚が多いことで知 られている。古墳時代では、同じ稲波の干拓地を見下ろす台地

上に楯の台古墳群が本遺跡 と隣接 しているほか、発掘事例のあるものとしては、姫宮古墳群や県内の発

見例では希少な馬具が出上している水神峯古墳等40数箇所の古墳及び古墳群が市域には点在する。

今回の調査区は、佐倉原古墳群に指定されている範囲の西寄 りにあたる部分で、 3号墳 と4号墳の中

間に位置 している。現況は畑地であつた。

第1表 周辺遺跡一覧表 (縄文・古墳時代に関する遺跡のみ記載)

Ⅲ 調査の概要

今回の調査に先立ち、稲敷市教育委員会によつて試掘調査が実施 されている。調査の結果、溝状遺構

が検出され、遺物は、若干ではあるが縄文土器や土師器が出土 した。当区域は古墳群に周知されている

事もあつて、発掘調査が必要 とされた。

調査の方法は、表土層まで重機を用いて慎重に掘 り下げ、遺構及び遺物包含層は人力で掘 り下げを行つ

た。

基準点は、日本平面直角座標第Ⅳ系座標に準拠 し、X軸三十44800、 Y軸=-2920の 交点を基点として調

査区を網羅 し、水準点は 5号墳上に設置されている三角点より引用 した。

実測は、平面図・断面図とも1/20縮尺を基本 としている。

写真は、35111111判 白黒、同判カラー リバーサル、 6× 7判 白黒フィルムを使用 し、調査の過程で随時撮

影を行つた。

基本堆積土層は、調査区の西側壁面で観察を行つた。

表土は I層 の耕作土とⅡ層の盛土層からなっている。Ⅱ層

は押 し固められているためか、非常に締 りが強い。 この L=25

Ⅱ層を除去 したⅢ層上面が遺構確認面となっている。また

このⅢ層は縄文時代の遺物を含む層 となっている。層厚は

14～ 30clllと な り厚 さに差が認 められ る。Ⅲ層直下のⅣ層 Lこ
25

でも同様に層厚の差が見られ、さらに色調の明るさにも差

がある。V～Ⅶ層は明褐色のハー ドロームとな り、さほど

層厚をもたないで、Ⅷ層の粘質上に移行 している。

7

000m

I

Ⅳ．
Ⅳ．
一
刈

Ⅱ

V

Ⅶ

Vlll

潰跡名 種 類 番 号 遺跡名 種 類 潰 跡 妬 種 類

明 神 貝塚 台畑 貝 塚 貝塚 (縄文 ) 長塚遺跡 包蔵 地 (縄文 )

吹上貝塚 貝塚  (縄文 ) 長塚古墳 古墳 松葉様遺跡 包蔵地

南平貝塚 貝 塚 (縄文 ) 姫官古墳群 古墳群 原迎遺跡 包蔵地・古墳

山中貝塚 貝塚 (縄文 ) 大日山古墳群 集落・塚 (縄文) 佐倉原遺跡 包蔵地

天ネ申山古墳 古墳 思川遺跡 集落跡 (縄文) 066 寺山遺跡 包蔵地・貝塚 (縄文)

小松川貝塚 貝塚 (縄文) 055 池平遺跡 包蔵地 水神峯遺跡 古墳

殿屋敷遺跡 古墳 ・ 城 係 跡 隊平 遺 跡 集 落 068 進現台遺跡 包蔵 地

楯の台古墳群 集落・古墳群・城館跡 思川久休遺跡 集 落 069 4倉原南遺跡 包蔵地・生産跡

佐倉原古墳群 包蔵地・古墳群 (縄文 ) 058 中佐倉貝塚 集落 。貝塚 (縄文) 外浦古墳 古墳

032 二の官貝塚 集落 。墓・貝塚 天神久保遺跡 包蔵地 (縄文) 所山西 遺 跡 包蔵地・古墳 ?

セングン貝塚 貝塚 (縄文) 戒ノ内遺跡 包蔵地 (縄文)。 城館跡

-3-

第 4図 基本堆積土層図
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Ⅳ 調査の成果

1.遺構

調査区内では、遺物包含層が検出され、その遺物包含層を切 り込んで溝 1条 と土坑 2基、ピット5基

が検出されている。

遺物包含層は、縄文時代中期の遺物を含むもので、調査区内全体に14～ 30cmの層厚で堆積 している。遺

物はほとんどが細片であり、出土状況は焼土を伴った調査区の中央にやや集中する傾向があるものの、ほ

ぼ調査区の全域で出土が認められ、出土傾向に規則性を見出すことはできなかった。遺物包含層を除去

した後に、遺構確認を行つたところ落ち込みと思われる土坑状の範囲が認められた。 しか し掘 り下げを

行つた結果、形状が一定せず明瞭な立ち上が りが確認 されなかった事、遺物が出上 しない事などから、遺

構 とは判断されなかった。

SD-01は 、調査区の南壁寄 りで検出された。試掘時に確認 されたものであるが、溝の南側は調査区外に

かかるため正確な規模等の把握は困難であった。走行方向は、N-80° 一Wを指 し、直線的に東西へ伸び

ている。重複関係はP-01～ 04と 重複 し、本跡が古いと判断される。規模は、上端幅が確認 され得る最大

値で2.49m、 下端幅は0.41m、 確認面からの深 さは60cmと なってお り、全長は不明である。覆土はレン

ズ状を呈 した自然堆積 となっている。出土遺物は、遺物包含層からの流れ込みと思われる若千の縄文土

器片 と石皿片が出土しているのみである。

0           (1/200) 10m

第 5図 遺構全体図
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第 6図

第2表  出土遺物観察表 1

0    (1:60)   2m

鵡慧〃
包 1

鸞 席
包-5

o    (1:3)

疱已-6

10cm

単位。cm

遺物包含層・遺物出土状況図及び主な出土遺物

〃

包．２

遺構
番号

遺物
番号

類
種

種
器

略
雛
絲

技法 。その他 胎土 色調 焼成 備考

包含層 1 縄文土器 単節縄文。 石英・砂探 褐色 良好

包含層 2 縄文土器 単節縄文。 石英・砂礫 にぶい褐色 良好

包含層 3 縄文上器 縦位の沈線による区画。単節縄文。磨り消し懸垂文。 長石・石英 にぶい赤褐色 良好

包含層 4 縄文土器 従位の沈線による区画。単節縄文。磨り消し懸垂文。 石英・秒礫 にがい褐色 良好

包含層 5 縄文土器 健文による原体圧痕。 石英・繊維 にぶい褐色 普通

包含層 6 縄文土器 艇位沈線。細目の単節縄文。 石英・砂礫 にぶい褐色 良好
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SK 01は 、溝の北側1.4mの地点で検出されている。規模は長軸0.72m、 短軸0.58m、 深 さ16cmの やや不

整な円形を呈し、ピット状の落ち込みと周囲に若干の焼土を含む覆土が堆積 している。覆土中より縄文

土器片が出土 しているが、包含層の遺物の可能性もある。遺構の性格については不明である。S貯02は長

軸0.80m前後、短軸0.45m、 深 さ42clllの楕円形を呈 し、覆土は締ま りの弱い黒色土であった。

P-01か らP05はいずれも径0.24～ 0.26mの円形又は楕円形で覆土は締まりのない黒色土を呈 し、溝より

新 しいピットとなっている。P-05は調査区外にかかつているが、概ね長軸0.40m、 短軸0.22mの精円形で

ある。本跡はSK 02と 重複 してお り、類似する覆土のため新旧関係は不明である。

これ らのピッ ト内、P03は径0.35mの 円形で覆土は暗褐色を呈 し、SD-01の 5層 と類似 していることか

ら、溝に伴つたピットであると判断される。

＞

馳

B L=25.700m     g

サ

P-01 L=25.700m

D L=25,700m I)

SD-01HSK-01'P-01～ 05実 測 図

ローム粒少量、赤色粒微量。 しま りあ り、粒子細かい。
ローム粒、ローム小ブロック少量、 しま りあ り。
ローム小～中プロック中量。 しま りあ り。
ローム粒少量、 しま りあ り。
ローム粒 。ローム小ブロック多量 (5%)しまりあり。
ローム粒・ ローム小ブロック多量 (10%)し まりなし。

じ
／

_7~″

ユ
≦勤

二
SK-01

SD-01 土層説明
1 表  土  耕作土。
2盛  土
3 黒褐色±  7 5YR3/1
4褐 色 ± 7 5YR4/3
5 暗褐色±  7 5YR3/3
6 暗褐色±  7 5YR3/4
7褐 色 ± 7 5YR73
8 暗褐色±  7 5YR3/3

輌

第 7図
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爛
表採 2 表採-5

構
号

遺
番

物
号

遺
番

類
種

種
器

略
離
絡

技法 ,その他 胎 土 色 調 焼成 備考

SD01 1 縄文土器 日縁部片。縄文による原体圧痕文。花積下層式か。
石英。長石・翻

維
褐 色 良好

SD01 2 縄文土器
口縁部片。有段日縁。全体に単節の斜縄文を施す。SK01■と同
一個体。花積下層式か。

石英・長石・砂
粒・繊維

にぶい褐色 良好

SD01 縄文土器 胴部片。単節縄文。 石英・砂礫 にぶい褐色 良好

SD01 4 縄文土器 胴部片。単節縄文。 石英・砂粒 にぶい褐色 良好

SD01 5 縄文土器 胴部片。交互刺突文。花積下層式か。 石英・砂粒 にぶい褐色 普通

SD01
土製品

土器片錘
長さ37 幅 36 厚さ14    重さ2318 良好

SD01 7
石製品
石 皿

長さ (116) 幅 (78) 厚さ (74) 重さ484.6g  石材 多孔安山岩  V4存

SK01 1 縄文上器
日縁部片。有段日縁。全体に単節の斜縄文を施す。SD01 2と 同
一個体。花積下層式か。

石英。長石・砂
粒

。
朧

にぶい掲色 良好

SK01 2 縄文土器 胴部片。半裁竹管による施文。磨滅著しい花積下層式か。
石英・砂粒・繊
維

褐色 普通

表採 1 縄文土器
胴部片。縦位の沈線による区画。単節縄文。磨り消し懸垂文。加

曽利式
石英・長石 にぶい褐色 良好

表採 2 縄文土器 胴部片。単節縄文。
石英・砂礫・紡
維

にぶい褐色 良好

表 採 3 縄文土器
胴部片。縦位の沈線による区画。単節縄文。磨り消し懸垂文。加

曽利式。
長石・石英 こぶい褐色 良好

表採 4 縄文土器 桐部片。付加条1種。 石英・砂粒 こぶい褐色 良好

表採 5
上製品

土器片錘
厚さ06   重さ 123g長さ30 幅 4.0 良好
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V 総括

佐倉原古墳群は、円墳 6基が周知 され、さらに縄文時代 と奈良・平安時代の遺物を包蔵する複合遺跡

とされている。古墳は 6基の内 2基が湮滅するなど地形の改変が著 しい中にあつて、今回の調査区でも

全体に整地された状況が基本堆積土層より確認 されている。

そのような状況下の中で、遺物包含層が旧表土直下からローム上面まで堆積 してお り、周辺での同時

期の集落が展開された可能性が窺われる。ただ、今回の調査区域における遺物包含層は、遺物の出土状

況に規則性が見出せない上、遺物包含層中に含まれている土器群のほとんどが細片のものばか りで摩滅

が著 しく、器型及び時期を判断するには厳 しい状態のものばか りとなっている。遺物の出土量は少量で

あり、本報告書で掲載 したものは辛 うじて縄文前期に位置付けられるものから縄文中期の土器片と土器

片錘などが含まれていた事が判別 されたに過ぎない。これ らの状況を鑑みたとき、今回の遺物包含層は

住居跡等の遺構 と密接に関連するものとは考えにくい。その中にあつて縄文前期の遺物では、有段口縁

のものや、縄文の原体圧痕文や交互の刺突文などを施 した土器が認められ、これ らは細片ではあるもの

の前期初頭の様相を呈 した土器 と判断され、花積下層式又は関山式に位置付けられるものと考えられる。

今回の調査で主となる遺構はSD 01と い うことになる。溝については試掘調査において確認がなされて

お り、調査地点が古墳群の範囲内にある事から周溝の一部である可能性も含めて、溝の性格を把握する

必要があつた。

溝を調査 した結果、溝は遺物包含層を切 り込んで東西へ直線的に延びてお り、断面形状は底面が平坦

な台形状を呈する事が判明している。

検出されている形状や覆土の堆積状況から考察すると、まず周溝の可能性であるが、周辺遺跡で既に

調査 されている古墳の周溝の形状 と比較 して、溝の走行が直線的である事や断面形状から古墳の周溝で

ある可能性は薄い。次に水路 とい う可能性が指摘 されるが、溝の底面には砂や鉄分の沈殿が認められな

い事から水路として使用された可能性は低いと思われる。 さらに古代から中世などに見 られる牧を巡る

堀や中世の城館跡の堀 となる可能性もあるが、近隣にこれ らの遺構が所在 したとする地名など痕跡が皆

無である事や溝の規模が小さい事などから、その可能性 も薄いと考えられる。近世期などに見られる害

獣侵入防御のための土手に伴った堀の可能性 も考えられるが、牧と同様に地名や周辺の立地条件等 と照

らし合わせて考えたとき、やはり積極的な判断材料に乏 しい。最終的に判断されるのは、区画を目的と

したものと考えるのが妥当と考えられるが、その目的については、遺構の一部を確認 したに過ぎないた

め明らかにすることはできなかった。

しかし、時期や性格等は明言できないまでも、この溝跡の遺存が物語るように生活の痕跡が存在 した

ことは明らかであり、古墳群の存在 と併せて今後の佐倉原古墳群 とい う遺跡を考える上での貴重な調査

となったことが、今回の成果 とい う事ができる。

【主要引用・参考文献】

斉藤弘道      2006
関山純也ほか    2007

縄文セ ミナーの会  1994

間宮正光ほか    2001

『茨城県立歴史館資料叢書9 茨城の縄文土器』

『通源寺遺跡・根木内城跡・野間除土手 発掘調査報告書』

松戸市文化財調査報告第41集

『第 7回縄文セミナー 早期終末 。前期初頭の諸様相』

『楯の台古墳群』江戸崎町教育委員会
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調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号

涯審鵬 静
筋 鮒 鶏 務
斃 紫30451界

441 164 ∬
∬
♂

2007.10.15

2007.10.20

100だ 移動通信無線
鉄塔建設事業

所収遺跡妬 種 別 主 な時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

佐倉原古墳群 古墳群

朧 XH寺4(
前期～中期

標
土坑
ピット

珠
遂
速

縄天土器
土製品 (土器片錐 )

石製品 (石皿 )

不目塾双こH寺 4式 t[)'重

物包含層と区
画溝を検出す
る。

要 約

本遺跡は、古墳群であると同時に、ホ電文時代及び奈艮・半安時代の包蔵地になつている。今回の調査によつ

て、縄文時代の遺物包含層と、時期は不明であるが溝1条、土坑2基、ピット5基が検出されている。縄文時
代の遺物包含層は、前期～中期のものとなり、前期では花積下層式のものと思われる遺物が出土している。

�ヽ に五)い

項  目 内 容

水れい 。全て行つた。

注 記

。次の略号にしたがつて遺構番号、出上位置の順で注記した。

遺跡略号 佐倉原古墳群⇒佐古  溝⇒SD 土坑⇒SK ピント⇒P 包含層⇒包  表採⇒表

尚、注記不可能な細片については、同様の内容を明記したビニール袋に収納した。

接合・復元 ・接合は接着剤を用い出来る限り行い、復元は全ての遺物に対して行つた。

冥 測 ・遺物実測図は、報告書掲載分についてのみ作成した。

写真撮影 ・遺物写真は、掲載した遺物に対して全て撮影した。

育 暇 ・図面台帳、遺物台帳、写真台帳があり、それぞれの資料が検索可能であるよう1こ作成した。

出土遺物収納状況 ・遺物は、報告書使用の遺物番号で統一して保管している。

資料の保管場所 稲敷市教育委員会
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